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遅髭し,rフラン1,ギり花を沌炉-て､基花に埴焦る成就の観察を試み:FcJ本文を革するに常 り

て教切なる助青む興へられし春川博士に隙甚なる謝意を表すると共に､寝毘及び強固に多大な

る助力をせられ旅二る聴尾索tl摘rS氏に厚く感謝の窓を表すO

節 一 ･調 査 区

);jl-. 在 京大腰興部構内毘銀閣常盤南側､両税は4間に9PBr36坪Jの長方形閉場･此所に

町フランスギク_HS種を棉え､ 1株は中火(A)に､他の4株は､果蘭隅(B)､関南

隅(C).牝東隅(.1))､牝酉隅(E),に各 1株づつとし､各 1株の漏開時に於ける

花の故は10(日間で､合計500花を調査し喪O

調遮期間 昭和 15年 5月SEl乃至同年 6月3Or=l､計64日間u

調賓時刻 年後 1時より同2時の間で､ A.13.C.D.FJ.各頂の花に集まった威曲を､ 各嘱

別々に揮焦して敗へ 成魚は其都度全部之を持ち囲って寛臨用に供し翫 '
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節 二 調 査 区

所 麗 克大農輿部樺円盤場の一隅､此魔は 1坪計 りの小筒領で.｢フランスギク｣5株を

･嘩え､各棟の配置は第一償同様となt′､滞開時に於ける5番挿 花の組数は1由花

であったO

調杏期限 昭和 15年5月8日乃至同年6月1.4日こ計38Fl聞､第-底に比し調査終了期El

の早きは､花が早く枯凋したためであも､｡

調査時刻 1日3匝廿午前 9-lo樗,午伎 l-2時､牛後4-5時｣で､調査した成魚は,其都

1度全部揮鍵して資散用に供したO



40

rt:メ マ JV カ ツ ヲブシ ムシJ成鹿の｢フランスギク｣
荘集束虚数と其他に関する記録

第 瞳

第 表

(昭和1叫 三.5｣G月調査)
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観 察 .結 果

上摘記録と靴 見る鵬 要約すれば次の通 ｡:EhあるO成島がrフラン- ク｣花に集釆し革嘩

期の始め臥 5月9日で･剛 は6月28日であったが･昨鞘 =14年に京大避革部附淀の野外I

柿物花 とで敢初に持薬したの臥 5月8日で･敢格は6月20日であっガ 4_lr,年により､所に

より･天候によって･戚盛の現出時期に多少の遅速あることは免がれない｡,而nJT､花に最も

多く嚢来する時期は･5月20日頃から6月 10日頃迄の約20日間であることは､記録並びに之

に基づvTて轟ける曲線によって明らかに示されて慮るリ乳 花の衆両のみなら丸 花の英側に

集まれる成虫の故の相常多V,寄監 並びに･姦示せる如く､花の英側には雄よりも雌の教が比

絞的に多いことは､此種成魚の捕殺に常りて､花の表面同棲,花の碁側には 意畝琴する次第

であるO

叉･第二調査儀では:.丁目の中で､成島が花忙政も多言集まる時刻を溝口らんが尭め比布放っ

たO調査記録と曲線で示され鰯 口く･一日わ中で液も多かったの娃牛後 1乃至見時の間で.攻

柏
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では午前 9乃軍 1()時､澱も少孜かつたりは-fp後4乃至5時〝つ間であつれ､

花に集まる成胞の習性 ､

威銀が花に塵釆するのは.温和放晴天の日に故も多く,雨天の日には殆んど見 られない､集

乗数の油長と日照時数及び降水最とを封潤して克くはすであったが､(記入洩れがあるので攻の

減食に譲ることとした【)何づ紅にしても.戚盛の集釆数と天候との間には煙塵なる関係の称す

ることは明らかであるO叉.調査の控除によると､風の強いETには花に集まる島の数は虫患い｡

伺+個所で同じ様に嘆いて屠る花でも,戚血か非常に多く集まって居るのと､少ないのと,垂

蛮来て居ない花があるO之が如何なる風習によるかは不明であるが､一般によく開いた花で､

日常わのよ叫同所に嘆いて居る花には目立て多く,董みかけた花には殆んど嚢変らないか､文

机 居っても非常にl少ないO第- ･二院を通じ､ 5株の中で､東南隅と酉蘭隅及び酎 ヒ隅の株

の花には常に多く､中東と北風偶ゐ株の花には常に少なかつれ 此革質は第一調査値記録で明

らかに示されて居る･,叉､同じく第一 ･二底を通じて､調査の際1才Eに政も多く集まって居た

政商の数は12匹であった｡而して叉､rフランスギク_17Eの雌堆証を噛むで穿たれた穴の廟こ､

此種の威歳が潜入して居るのを度 見々かけた､此穴は一見此笹成魚の蝕賓によって迫られた如

く見ゆ争けれども,多く埠｢コナヲハナムダ1)｣か ｢ヒラタ-ナムダリ｣によって成されたもの

であるO其何づれなるやは今少しく観察した上でないと.はっきりしたことは首へぬ.
I

､野外り｢フランスギク｣花に共来せる成巌の薄命と産卵

.肇 - ･二隈を通じて調査の際,花上で交属せるものを鞄めたのは23組で,･其都度椎葉の上､

各一組づ 鼎ゝ羅紗敬入れ潅:｢ペ7.77シャ-レ｣の中に入れ 其産卵状況と戚鹿の轟命を観察した

rが､ .華卵した屯のはFl組もなかったO叉･23組の中で成魚艶死期日を確かめ得たものは9組だ

｢抄であっ充が,其9組の成鼻の平均藩命は衣に示す如く6･66日と怒るのであを｡偶像叉､,調

査の際一●フランスギク｣花上で交尾して居なかった､雄雌各 13匹を別々に揮薬して∴各 1匹づ

つ｢､ペ hlJやヤ-レ｣の中yc入れて､何等食餌を輿へないで.其薄命を観察したが､之叉第三 ･

国家紅示す如 く､堆 13匹の窄物帝命は3184日で､雌13匹の平均薄命は4･23日で､雄雌薬

価:其尊命日数は略ぼ琴小数等を示して居るが､花上で交尾せるものに比校すると其轟命は燈か

⊆rい｡鞘の如 く∴花止に洩ほれてからの威鹿の尊命は交尾せるものと､華燭のものと緋 打は車､

凄 を南海にPLi)で獲たる新らしV,)蛸 の薄命和 腰 すれば削 バ 勧 勅 此樽の尊命に開.し構
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山桐郎氏の報菅する朋｢3｣に働 tば､腫Sl'i;-Cld:敢塩 29日､最長351二川 距 tLCで出離豆:i4i-ト

敢長52日であると･｡自然状態にて飼育された戚蝕と､野外花葉栗の威紬と札 其薄命日数に断

の如き格段の相違&.RLlることは,腐る注酎可鑑する事寛であるLl

上述の如 く, 花上で採集した23組の触唖は産卵しなかったが, 調査の際捕集した多数の成

熟を.賛臨用としてrペ トリシャ-yJの中に入れて乾いたもの 中ゝには､極めて僕かで綻ある

･が､産卵して其卵から劫轟の躍った ものがある｡,以上の事昔によって考察すれ且 野外の轄物

花に集まった｢ヒメマルカツヲブシJ,シ｣威盛の大多数のもの札 野外花へ準雅前に其楽観糎

於て､奴に交尾産卵を終ったものであり,其中に少数の産卵の途中にあるものが､混入して居

るものではないかと推測される｡而して､此種戚露は舵に交尾産卵を終ったものでも､機倉が

あると再び他の雄雌の間で､交厚を繰 り返すものがあるやうに1も考那- られる∴

｢フランスギク｣荘上にて交尾せ る ｢ヒメマ

ルカ ツヲブ′シムシJ成魚各組 の産卵七薄命

第 表

(昭和 15年 (;月調査)

転 撃 性 1.採集年月日 産卵ゐ有無､.鍵 死年 月 日 薄命日数 僻考

さ'1㌧ ,/ -,7. .11日8 /) // 14 日

守? //. //..9日 守 //../r 11日'いい｡iー‥….li7 S> I/ /) // 8< /)../r 14日守. // /r /7日

-∴ー7
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｢7ランスギク｣葦にて雄雌別 々に採集せ

し｢ヒメマルカツヲブシムシ｣成鹿の藩命

第 四 歳

(昭和15年6月調査)

守醸採集年月日 ･銘死年月日 静命日数劇画 探集年月日 兜死年月日.薄命日数
1令FW卿15年 1-;月99Et昭和15-iF6月'15日 4 .I 1_申昭和15年 6月'19E7昭和15年 6月軍4r=1 3

2 I/ /) JJ /) 9 /) // /) ,,/

3 Jr I/ I/ I/ 3 // // /r //

4 ･ケ JJ // // 4 // /) // /)

L5一ケ I/ // I,/ 6 /) I//. 〟 /)

7 // // // // 7 // .// // J'/ 25日 止L

8 // I/ // // .14=Et 3 8 // // J'/ /)-

_9 /) I/ // // 9 // .//祖 /) /)

10 /) Jr , // 〟 lo // _ I/ 〝 〝 26Ef. 5

ll // 〃■ // // ll // I/ // q 27日 .6

1.2 // // ･// // 12 // /) 〟 〟
1.3// 〟 /)// 28一三一 7 13 Jj /) /I .,/

概 括 と 結 論
､■

｢ヒメマルカツヲプシムシ｣の成島が､野外の花に袋変るのは､rフランスギク｣花で観察した
i

鹿やは.京都附近で臥 5月10日前後から6月末Ef迄の間で,中でも5月20■日頃か牢6月1()

日頃進の､幡ぽ20日間は食も多く飛釆する時期である｡而して, 晴天無風の時性格ロマE上に

見 られるが､ 1Elの中で臥 午前 9時頃から午後2時頃迄の間が俵も多く､花上のみ放らず花

嘉にも相常多く集まり､併かも.花寡には鯉よりも雌が多いことは､注意すべき革質と考が-
ヾ

るO而して､野外花に集解せる大多数の成虫は､既に交尾産卵を終ったものの如く推察されるO

果して産卵後のものが大多数を責めて居るもの.とすれば､成魚の ｢フラ,/スギク｣花誘引騒除

は､縫取 一般に考かへられて居た粗に致兼は鰐着でないやうに息はれるが､此間置は相常重

要性があるか ら､再び調査研究の上報せ致したVlと思ふO
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3.鹿 瀬 率 一 姫丸鰹節畠防除の一葉として集花駈輝の数果.毘癒せ鼎第三十八奄

5O-52頁｢昭和九年.｣19340

4､山 田 保 治 ｢ヒメマルカツヲブシJ､シ｣成島の錐釆する花に就きて,防曲科挙第

E穎 三耽 E27-31買｢昭和十四年｣19390
l

｢終り｣


